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　令和２年第３回議会定例会は、９月１０日から１６日までの７日間の日程で開かれました。
　令和元年度決算の認定をはじめ、条例改正や町道路線の廃止・認定、補正予算などの議案
が提出され、いずれも原案のとおり可決されました。
　内容は次のとおりです。

条例改正・表彰同意・推薦条例改正・表彰同意・推薦

申請に係る署名及び手数料の納付等について、電子情報処理組織を使用する方法等でも行うこと
ができるようにするための改正

双葉町行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例の一部改正●

成年被後見人の方が印鑑登録を申請する場合、当該成年被後見人ご本人が窓口に来庁され、かつ
法定代理人が同行している場合に限って、申請を可能とするための改正

双葉町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正●

「マイナンバー通知カード」の再交付手数料の規定を削除するための改正
双葉町手数料徴収条例の一部改正●

東日本大震災による津波流出及び福島第一原子力発電所事故による中間貯蔵施設の整備に伴い、
「浜野公民館」「細谷公民館」「郡山公民館」を廃止するための改正

双葉町地区公民館設置条例の一部改正●

延滞金及び還付加算金に関しての地方税法等の一部を改正する法律が施行されることに伴う改正
双葉町後期高齢者医療に関する条例の一部改正●

井戸川則隆氏を推薦するにあたり議会の意見を求めるもの人権擁護委員の推薦●

任期：令和２年１０月７日
　　　～令和６年１０月６日

任期：令和２年１０月２８日
　　　～令和６年１０月２７日

髙倉　洋尚 氏（新山） 髙野　春美 氏（下条）

・鴻崎  太郎氏
　双葉町選挙管理委員会委員として長年にわたり選挙事務の管理執行及び選挙啓発の発展に貢献
・石田  翼氏
　双葉町寺松行政区長として長年にわたり町民の絆・コミュニティの維持・発展及び交流事業に貢献
・吉田  正志氏
　双葉町消防団員として、長年にわたり消防団活動に尽力

双葉町特別功労表彰の同意●

条例改正・表彰同意・推薦

【人事】双葉町教育委員会委員【人事】双葉町教育委員会委員【人事】双葉町教育委員会委員
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第３回
定　例　会
９月１０日～１６日

○水処理センター建設工事業務
　委託契約

○備品購入契約（空間除菌機器）

双葉町一般会計・特別会計歳入歳出決算及び基金運用状況に関する意見書
【総合審査意見】

【一般会計・特別会計決算】
歳　入　３４２億８,８２３万４,１２９円
歳　出　３２５億４,８２０万　 １３３円
差　引　　１７億４,００３万３,９９６円

相手方：日本下水道事業団
金　額：４億７,５００万円

相手方：大幸薬品株式会社
金　額：１,５７９万５００円

　令和元年度双葉町一般会計並びに特別会計の審査については、予
算執行状況は適正と認められました。
　一般会計並びに特別会計について、歳入決算総額は、前年度に比
べ９５億７,００４万１,４６２円（３８.７％）の増、歳出決算総額は、
９０億８,０４９万９,５８１円（３８.７％）の増となっています。不
納欠損額については、一般会計、特別会計、あわせて８３万５,２０
２円、収入未済額は３億９,２３９万６,４８１円です。
　財政健全化指標のうち、実質公債費比率は６.９％（３ヵ年平均）で、

　令和元年度決算は上記のとおり認定さ
れました。
　詳しい内容は、「広報ふたば１１月号」
２～４ページをご覧下さい。

　　　　令和２年９月 双葉町監査委員　石　川　雄　彦
双葉町監査委員　清　川　泰　弘

代表監査委員

民 生 費：新生児特別定額給付金事業費……………４５０万円

消 防 費：避難所用資機材備品購入費…………６２８万４千円

土 木 費：中田・観音堂線外道路改良工事………１７７０万円

農林水産業費：営農再開支援水利施設等
　　　　　　測量設計業務委託料…９１８３万８千円

主な補正予算 契約の締結

早期健全化基準の２５％を大幅に下回り、前年度より０.８ポイント改善しています。
　基金は、前年度より５４億３,０３１万３,４２７円増加し、現在高は７００億３,１６９万２,３６５円となっ
ています。町の復興を推進していく財源として、後年度の財政負担軽減のためにも、今後も適切かつ効率的
な運用に努めていただきたい。　
　各事業において、その多くが国、県から交付される依存財源により執行されています。「復興・創生期間」
は今年度までです。次年度より財源確保ができなくなれば、これまで同様の事業継続、行政サービスの提供
が困難です。国、県への要望の継続と並行し、５年後、１０年後等の自主財源シミュレーションを行い、双葉
町内における役場庁舎の規模、人員の確保等を計画的に進める時期にあると思われます。
　また、昨年度の審査意見書にもありますが、双葉町役場いわき事務所の入退庁記録簿を確認したところ、
深夜まで残業している職員が散見されました。身体的・精神的負担を考慮し、労働時間の管理徹底をお願い
いたします。

令 和 元 年 度 決 算令 和 元 年 度 決 算

（3） 第 133 号令和２年１２月発行



東京電力福島第一原子力発電所ＡＬＰＳ処理水に関する意見書

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し
地方税財源の確保を求める意見書

　２０２０年２月に「多核種除去設備等処理水の取扱いに関する小委員会」報告書より東京電力福島第一原子力発電所
の処理水の処分方法について、海洋放出・大気放出の提言がされた。現在、処理水タンクは、１３７万㎥の整備計画で、
２０２２年度に現タンク設置計画で容量が満杯になる。
　一方で、県内外よりＡＬＰＳ処理水に関する決議書、意見書が各自治体議会より提出されており、内容は厳格に放出反対、
また小委員会より報告された、海洋並びに大気放出に対しての反対意見等現状の陸上保管を基本とする意見も出ている。
　双葉町は現在、町の復興事業行っており、同時に中間貯蔵施設を受け入れ、福島県内の復興に寄与し、さらに福島第
一原発の廃炉事業が同時進行中である。
　今後、燃料デブリ取り出しやその後の原子炉施設の解体等で３０年から４０年の期間が必要とのこと。
　原発事故からの復興のため、福島第一原子力発電所の廃炉を１歩１歩進めることが重要であり、早期にＡＬＰＳ処理
水の処分を行うことが求められる。
　よって、本町議会は、国関係機関に対し、下記事項について要望する。

　新型コロナウイルス感染症の拡大は、甚大な経済的・社会的影響をもたらしており、国民生活への不安が続いている
中で、地方税・地方交付税等の一般財源の激減が避けがたくなっている。
　地方自治体は、福祉・医療、教育・子育て、防災・減災、地方創生、地域経済活性化、雇用対策など喫緊の財政需要へ
の対応をはじめ、長期化する感染症対策にも迫られ、今後の地方財政は、かつてない厳しい状況になることが予想される。
　よって、国においては、令和 3年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、下記事項を確実に実現されるよう、強
く要望する。

１．ＡＬＰＳ処理水の福島第一原子力敷地内からの処分方法を早期に決定し、すみやかに処分のこと。

１．地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税等の一般財源総額を確保・充実すること。その際、臨時
財政対策債が累積することのないよう、発行額の縮減に努めること。

５．特に、固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直しは、家屋・償却資産
を含め、断じて行わないこと。また、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として講じられた特例措置は、本
来国庫補助金等により対応すべきものであり、今回限りの措置として、期限の到来をもって確実に終了すること。

４．税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構築に努めるとともに、国税・地方税の政策税制につい
ては、積極的な整理合理化を図り、新設・拡充・継続に当たっては、有効性・緊急性等を厳格に判断すること。

３．令和 2年度の地方税収が大幅に減少することが予想されることから、万全の減収補填措置を講じるとともに、
減収補填債の対象となる税目についても、地方消費税を含め弾力的に対応すること。

２．地方交付税については、引き続き財源保障機能と財源調整機能が適切に発揮できるよう、総額を確保すること。

２．ＡＬＰＳ処理水処分方法の如何に関わらず、福島県内及び国内に対して、処理について理解が得られるよう説
明責任のこと。

３．ＡＬＰＳ処理水の処分による、更なる風評被害が発生しないよう、対策を行うこと。

福 島 県 双 葉 町 議 会　

福 島 県 双 葉 町 議 会　

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

令和２年９月１６日

令和２年９月１６日

記

記

（提出先）内閣総理大臣、復興大臣、経済産業大臣、原子力規制員会委員長

（提出先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、財務大臣、総務大臣、厚生労働大臣、
　　　　　経済産業大臣、経済再生担当大臣、まち・ひと・しごと創生担当大臣
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件　　　名 議決結果
専決処分の承認について
専決第１１号　常磐線双葉駅東西自由通路及び橋上駅舎整備に係る協定の一部変更について 承 認

双葉町行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例の一部改正について 可 決

双葉町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正について 可 決

双葉町手数料徴収条例の一部改正について 可 決

双葉町地区公民館設置条例の一部改正について 可 決

双葉町後期高齢者医療に関する条例の一部改正について 可 決

町道路線の廃止について 可 決

町道路線の認定について 可 決

道路橋梁整備に伴う下水道施設支障物件移設工事（１工区）工事請負契約の一部変更について 可 決

双葉町産業交流センター備品（会議室・共用部分等什器）購入契約の一部変更について 可 決

水処理センター建設工事業務委託契約の締結について 可 決

備品購入契約の締結について 可 決

双葉町特別功労表彰の同意を求めることについて 同 意

双葉町特別功労表彰の同意を求めることについて 同 意

双葉町特別功労表彰の同意を求めることについて 同 意

令和２年度双葉町一般会計補正予算（第３号） 可 決

令和２年度双葉町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可 決

令和２年度双葉町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 可 決

令和２年度双葉町介護保険特別会計補正予算（第１号） 可 決

令和２年度双葉町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可 決

令和元年度双葉町一般会計決算の認定について 認 定

令和元年度双葉町国民健康保険特別会計決算の認定について 認 定

令和元年度双葉町公有林整備事業特別会計決算の認定について 認 定

令和元年度双葉町公共下水道事業特別会計決算の認定について 認 定

令和元年度双葉町介護保険特別会計決算の認定について 認 定

令和元年度双葉町後期高齢者医療特別会計決算の認定について 認 定

双葉町教育委員会委員の任命について 同 意

双葉町教育委員会委員の任命について 同 意

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任答申

東京電力福島第一原子力発電所ＡＬＰＳ処理水に関する意見書案 可 決

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を
求める意見書案 可 決

（5） 第 133 号令和２年１２月発行



・産業厚生常任委員会

【報告の概要】

委 員 長
副委員長
委 員

菅野　博紀
石田　　翼
羽山　君子　岩本　久人

双葉町民の健康に関する調査（7月6日）

　以上、概要を申し述べ報告といたします。

委員会調査報告書委員会調査報告書

・総務教育常任委員会

【報告の要旨】

委 員 長
副委員長
委 員

高萩　文孝
清川　泰弘
尾形　彰宏　佐々木　清一

双葉町地区公民館等を調査（7月16日、8月25日）

高萩委員長　以上、要点を申し述べ報告とします。

健診結果や今回の新型コロナウイルス感染予防により外出が制限されたことで、運動不足の町
民の方に向けて、広報紙や町ホームページを媒体に、健康体操などを継続して掲載し、運動不
足に対応してもらうこと。
健診受診率向上のため、国保被保険者対象に未受診者に対する受診勧奨の実施や過去の健診問
診表の分析など有効な手段が取られていることを確認した。

〇

〇

〇新型コロナウイルス感染防止の方策も当初より実施
され、マスク配布や事務所内の感染防止策など、現
状で可能な範囲の事業を実施されていた。今後も引
き続き、町民はもとより職員についても、罹患防止
や注意喚起を希望する。

除染をした新山公民館、長塚二公民館、両竹公民館の活用方法を早急に明確に示すこと。
解体する地区公民館について、特定復興再生拠点区域内の環境省による建物解体手続きについ
て時期を逸することなく、スケジュール感をしっかり持って取り組むこと。
解体にあたり、当該行政区長に対し、解体工期や新たな町民交流の場の確保について丁寧な説
明を行うこと。また、各地区公民館に保管されている伝統芸能用具などの保管場所の確保を図

〇
〇

〇

〇

〇

ること。
地区公民館の敷地について、東日本大震災以降、支
払いを止めているとのことから、個人所有にかかる
地代の支払いや解体後の土地の返還について早急に
検討を進めること。
特定復興再生拠点区域外の地区公民館の取り扱いに
ついても、　町としての方針を早急に示すこと。

委員会調査報告書

菅野委員長
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道路の幅員が狭く危険な箇所があるが、拡幅できるか。

町内に整備する医療施設の規模、医師の確保状況は。

道路管理者である福島県に対し、早期の拡幅改良を要望。

今後、福島県厚生農業協同組合連合会と協議を進める。

問

問

答

答
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は
、

山
間
部
で
急
こ
う
配
、
急

カ
ー
ブ
が
続
く
な
ど
、
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通
後
の
交

通
量
増
大
に
伴
い
事
故
の
危

険
性
が
高
い
箇
所
だ
と
認
識

し
て
お
り
ま
し
て
、
道
路
管

理
者
で
あ
る
福
島
県
に
対
し

て
は
早
期
の
拡
幅
改
良
を
強

く
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

福
島
県
で
は
、
今
後
、
事

業
化
に
向
け
調
査
検
討
を
進

め
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ

り
、
工
事
実
施
ま
で
の
間

は
、
危
険
個
所
の
局
部
的
な

改
良
、
交
通
安
全
対
策
等
を

県
に
求
め
、
町
も
連
携
し
て

通
行
車
両
等
の
安
全
を
確
保

し
て
ま
い
り
ま
す
。

質　

問

石
田　

翼
議
員

羽
山
君
子
議
員

町　

長

　

双
葉
町
の
復
旧
・
復
興
は

今
後
の
取
り
組
み
が
重
要
で

あ
る
。
町
長
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
今
後
の
町
の
復
旧
・

復
興
に
向
け
た
決
意
と
再
出

馬
意
向
の
有
無
を
伺
う
。

　　

本
町
の
復
旧
・
復
興
の
状

況
に
つ
い
て
は
、
常
磐
双
葉

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
供

用
開
始
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
全

線
開
通
、
さ
ら
に
は
、
双
葉

駅
西
側
地
区
一
団
地
事
業

整
備
や
中
野
地
区
復
興
産

業
拠
点
の
整
備
な
ど
、
令
和

４
年
春
頃
を
目
途
と
し
た

特
定
復
興
再
生
拠
点
の
避

難
指
示
解
除
、
居
住
開
始
の

実
現
に
向
け
た
各
種
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を

し
っ
か
り
と
進
め
る
た
め
、

残
さ
れ
た
任
期
に
全
力
を

尽
く
し
、
立
候
補
に
つ
い
て

は
、
相
談
す
べ
き
方
々
と
相

談
さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
今
後
判
断
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質　

問

町　

長

復 興 シ ン ボ ル 軸 に つ い て復 興 シ ン ボ ル 軸 に つ い て

町
復
興
の
今
後

　　

町
内
医
療
施
設
整
備
に
つ

い
て
、
規
模
・
医
師
の
確
保

状
況
等
に
つ
い
て
伺
う
。

　

ま
た
運
営
費
の
国
・
県
の

支
援
内
容
及
び
町
民
の
想
定

帰
還
者
数
を
伺
う
。

　　

双
葉
郡
内
の
診
療
施
設
等

を
参
考
に
、
今
後
、
Ｊ
Ａ
福

島
厚
生
連
と
協
議
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

収
支
計
画
に
つ
い
て
は
、

「
福
島
県
地
域
医
療
復
興
事

業
補
助
金
」
を
財
源
と
し
て

活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
想
定
帰
還

者
数
は
、
避
難
指
示
解
除
か

ら
５
年
後
に
居
住
人
口
約

２
，０
０
０
人
を
目
標
と
し

て
お
り
ま
す
。

　　

双
葉
駅
の
１
日
の
利
用
者

数
、
今
後
予
想
さ
れ
る
町
の

財
政
負
担
額
を
伺
う
。

　　
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
は
、
本
年
３

月
14
日
に
全
線
で
運
転
再
開

し
、
双
葉
駅
に
は
特
急
列
車

質　

問

質　

問

町　

長

町　

長

一般質問

【一般質問とは】 議員が町の行政全般にわたり、執行機関に対し事務の執行の状況及び将来に対する方針等に
ついて所信をただすものです。

復 興 シ ン ボ ル 軸 に つ い て復 興 シ ン ボ ル 軸 に つ い て

町内における医療施設整備について町内における医療施設整備について町内における医療施設整備について町内における医療施設整備について

Ｊ
Ｒ
利
用
状
況
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ま
た
、
事
業
者
へ
の
支
援

策
と
し
て
は
、
今
後
の
国
、

福
島
県
の
支
援
状
況
や
他
市

町
村
の
状
況
も
踏
ま
え
、
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

当
サ
ポ
ー
ト
補
助
金
は
制

度
上
、
一
括
交
付
は
で
き
ま

せ
ん
。

　　

特
定
再
生
拠
点
外
の
除
染

に
よ
り
発
生
す
る
除
染
土
の

中
間
貯
蔵
施
設
搬
入
に
つ
い

て
の
環
境
省
と
の
協
議
内
容

を
伺
う
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴

う
国
の
追
加
交
付
金
が
あ
る

の
か
伺
う
。

　　

か
ね
て
よ
り
、
帰
還
困
難

区
域
全
域
の
除
染
の
実
施
方

針
や
避
難
指
示
解
除
に
向
け

た
見
通
し
等
を
、
早
急
か
つ

具
体
的
に
示
す
よ
う
強
く
要

望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
お
質
し
の
交
付
金
に

つ
い
て
は
、
国
が
現
在
の
復

興
・
創
生
期
間
以
降
の
５
年

間
に
お
け
る
復
興
財
源
の
総

額
を
示
し
た
こ
と
に
関
す
る

も
の
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

が
３
往
復
、
普
通
列
車
が
11

往
復
停
車
し
て
お
り
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
わ
ず
か
な
利

用
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

利
用
者
数
が
少
な
い
か
ら

と
い
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
等

か
ら
何
ら
か
の
運
営
経
費
等

を
求
め
ら
れ
る
も
の
で
は
全

く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
双
葉
町

の
賑
わ
い
創
出
等
の
観
点
か

ら
積
極
的
な
利
用
拡
大
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　　

新
型
コ
ロ
ナ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
伴
う
町
独
自
の
支
援

策
と
生
活
サ
ポ
ー
ト
補
助
金

一
括
交
付
に
つ
い
て
伺
う
。

　　

町
独
自
の
町
民
へ
の
支
援

策
と
し
て
は
、
４
月
28
日
以

降
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
を
養

育
す
る
父
母
等
に
対
し
て
、

子
ど
も
一
人
に
つ
き
10
万
円

を
給
付
す
る
「
新
生
児
特
別

定
額
給
付
金
」
事
業
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

質　

問

質　

問

町　

長

町　

長

　　

医
療
費
免
除
や
高
速
道
路

料
金
無
料
化
の
継
続
が
未
定

で
あ
る
こ
と
に
対
す
る
町
長

の
考
え
を
伺
う
。

　　

こ
れ
ま
で
も
国
関
係
省
庁

に
対
し
て
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
思
い
と
双
葉
町
が
置
か

れ
て
い
る
特
殊
性
を
国
に

し
っ
か
り
伝
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
後
も
国
な
ど

の
関
係
機
関
に
対
し
て
、
こ

れ
ら
の
生
活
支
援
策
の
継
続

を
強
く
求
め
て
い
く
考
え
で

す
。

　　　

双
葉
町
の
復
興
は
町
民
の

意
見
を
聞
き
取
り
な
が
ら
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
町
長

の
考
え
を
問
う
。

　　

ま
さ
に
ご
指
摘
の
通
り
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
よ
く
お
聞
き
し
な
が

ら
、
町
政
に
取
り
組
ん
で
き

て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

そ
の
た
め
、
本
町
と
し
て

は
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域

内
の
除
染
を
進
め
、
放
射
線

量
の
低
減
化
を
進
め
る
と
と

も
に
、
個
人
積
算
線
量
計
で

の
管
理
や
放
射
線
相
談
体
制

の
整
備
、
そ
し
て
食
品
の
安

全
管
理
等
な
ど
を
国
の
支
援

を
得
な
が
ら
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
原
子
力
発
電
所
事

故
の
収
束
作
業
に
つ
き
ま
し

て
も
、
リ
ス
ク
の
低
減
を
図

り
な
が
ら
、
廃
炉
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

本
町
と
し
て
は
、
廃
炉
作

業
を
安
全
か
つ
着
実
に
進
め

る
こ
と
が
帰
還
の
大
前
提
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
国

及
び
東
京
電
力
に
対
し
て

は
、
計
画
通
り
に
着
実
に
廃

炉
が
完
了
で
き
る
よ
う
、
引

き
続
き
強
く
求
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域

の
避
難
指
示
解
除
に
向
け
た

取
り
組
み
に
お
い
て
は
、
町

と
し
て
果
た
す
べ
き
責
任
を

し
っ
か
り
と
果
た
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

感
染
症
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
中
止
と
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
毎
年
町

政
懇
談
会
を
開
催
し
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
声
を
丁
寧
に

お
伺
い
し
て
い
る
他
、
住
民

意
向
調
査
も
全
世
帯
に
配

布
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

復
興
の
具
体
化
に
あ
た
っ

て
は
、
よ
り
一
層
町
民
の
皆

さ
ん
の
参
画
が
重
要
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
と
と
も
に
、
町
の
今
後
の

在
り
方
に
つ
い
て
丁
寧
に
議

論
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　　　

町
で
は
２
０
２
２
年
に
帰

還
目
標
を
立
て
て
い
る
が
、

放
射
能
の
影
響
や
原
発
事
故

の
収
束
作
業
な
ど
不
安
要
素

が
あ
る
が
、
何
か
あ
っ
た
時

の
責
任
は
誰
な
の
か
町
長
の

考
え
を
伺
う
。

　　

ご
懸
念
の
放
射
線
に
よ
る

被
ば
く
量
に
つ
き
ま
し
て
は
、

で
き
る
限
り
低
減
化
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

質　

問

質　

問

質　

問

町　

長

町　

長

町　

長

医療費免除や高速道路料金無料化などは継続するのか。
今後も国などの関係機関に対して生活支援策の継続を強く求
めていく。

問

答

菅
野
博
紀
議
員

避　難　生　活避　難　生　活

双
葉
町
の
帰
還

双
葉
町
の
復
興

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
対
す
る

町   

民   

支   

援   

策

除
染
土
の
保
管

避　難　生　活避　難　生　活
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町民向けタブレットに無料アプリの導入を検討して
はどうか。
すでに備わっているＬＩＮＥアプリ機能にて対応可能。

問

答

　　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、

テ
レ
ワ
ー
ク
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

な
ど
の
無
料
ア
プ
リ
ソ
フ
ト

を
町
民
向
け
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ

Ｃ
に
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　　

国
か
ら
の
委
託
金
に
て
事

業
を
実
施
し
て
い
る
観
点
か

ら
、
町
が
自
由
に
ア
プ
リ
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
事
は
出

来
ず
、
導
入
の
必
要
性
の
有

無
に
つ
い
て
国
と
協
議
の
う

え
判
断
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま

え
た
う
え
で
、
現
在
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
機
能
に
既
に
備

わ
っ
て
い
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ

イ
ン
）
ア
プ
リ
機
能
に
よ

り
、
対
応
が
可
能
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　　

産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
区
長
会
や
行
政
区
総

会
、
ダ
ル
マ
市
の
開
催
な
ど

今
後
の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　　

町
主
催
会
議
等
の
開
催
、

質　

問

質　

問

尾
形
彰
宏
議
員

町　

長

町　

長

地
域
行
事
の
開
催
な
ど
に

お
い
て
ご
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
、
利
用
案
内
に
つ
い

て
の
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
関
係
団
体
と

も
連
携
し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

で
の
活
用
を
促
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
誘
致

を
進
め
る
な
ど
、
さ
ら
に
多

く
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

農
業
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
当
町
の
土
地
や
生
産
農

作
物
の
汚
染
状
況
、
農
業
の

担
い
手
の
現
状
、
今
後
の
具

体
的
な
計
画
策
定
に
つ
い
て

伺
う
。

　　

ま
ず
土
地
の
汚
染
状
況
に

つ
い
て
、
羽
鳥
地
区
の
空
間

線
量
率
は
、
除
染
着
手
前
で

０
．５
２
μ
Ｓ
ｖ
／
ｈ
〜
１
．

７
４
μ
Ｓ
ｖ
／
ｈ
で
あ
り
、

完
了
後
は
０
．１
９
μ
Ｓ
ｖ

／
ｈ
〜
１
．２
８
μ
Ｓ
ｖ
／

ｈ
に
低
減
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

生
産
農
作
物
の
汚
染
状
況

に
関
し
て
は
、
今
年
度
の
試

験
栽
培
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
農
産
物
の
安
全
性
を
確

認
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
の
担
い
手
に

関
し
て
は
、
株
式
会
社
舞
台

フ
ァ
ー
ム
や
Ｊ
Ａ
と
の
連
携

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
新

規
就
農
者
の
掘
り
起
こ
し

や
農
業
分
野
で
の
企
業
参

入
の
促
進
も
念
頭
に
、
担
い

手
対
策
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

今
後
営
農
再
開
を
目
指
す

上
で
、
ス
マ
ー
ト
農
業
や
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
利
活
用
等

に
よ
る
次
世
代
型
農
業
の

推
進
も
必
要
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
昨
年
度
よ
り
地
域
営

農
再
開
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

テレワーク、ＷＥＢ会議の積極的導入テレワーク、ＷＥＢ会議の積極的導入

　　

住
民
意
向
調
査
の
帰
還
意

向
、
営
農
再
開
な
ど
の
結
果

を
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い

く
の
か
伺
う
。

　　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご

要
望
は
、
町
政
懇
談
会
等
で

直
接
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な

ど
と
と
も
に
、
町
政
へ
活
か
し

て
き
て
お
り
、
例
え
ば
、
帰

還
を
判
断
す
る
た
め
に
必
要

な
こ
と
と
し
て
、
町
民
の
皆

さ
ん
が
最
も
多
く
挙
げ
ら
れ

て
い
る
項
目
が
、
医
療
環
境

の
確
保
に
関
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
特
定
復
興
再

生
拠
点
区
域
の
避
難
指
示
解

除
目
標
に
向
け
て
、
診
療
施

設
の
整
備
に
つ
い
て
調
整
を

開
始
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　　

中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点

誘
致
企
業
の
人
材
確
保
の
た

め
の
支
援
に
つ
い
て
町
長
の

考
え
を
伺
う
。

　　

立
地
企
業
に
対
し
て
ま
ち

づ
く
り
や
帰
還
に
関
す
る
情

質　

問

質　

問

質　

問

町　

長

町　

長

町　

長

産
業
交
流
セ
ン
タ
ー

今
後
の
農
業

住民意向調査結果をどのように活かしていくのか。

意見の中で多く挙げられていた項目に対して調整を開始して
いる。

問

答

岩
本
久
人
議
員

住　民　意　向　調　査住　民　意　向　調　査

テレワーク、ＷＥＢ会議の積極的導入テレワーク、ＷＥＢ会議の積極的導入

住　民　意　向　調　査住　民　意　向　調　査

誘
致
企
業
の

人
材
確
保
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前
回
、
国
際
教
育
拠
点
の

立
地
に
つ
い
て
、
双
葉
地
方

を
要
望
し
て
い
る
と
答
弁
い

た
だ
い
た
が
、
改
め
て
町
の

考
え
や
現
在
の
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

　　

国
際
教
育
拠
点
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
国
や
県
に
よ
り

立
地
場
所
の
選
定
が
行
わ

れ
る
も
の
と
承
知
し
て
お

り
ま
す
が
、
当
町
と
し
ま
し

て
は
、
誘
致
す
る
場
所
や
土

地
が
重
要
な
の
で
は
な
く
、

地
元
が
国
際
教
育
研
究
拠
点

の
運
営
や
、
研
究
、
産
業
創

出
に
主
体
的
に
参
画
し
、
成

果
を
定
着
さ
せ
て
い
け
る
か

ど
う
か
が
重
要
で
あ
り
、
そ

う
い
っ
た
こ
と
が
可
能
と
な

る
地
元
側
も
含
め
た
体
制
づ

く
り
や
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
が

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
双
葉
地
方
一

体
と
な
り
、
協
力
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
よ
う
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　　

前
回
、
避
難
指
示
解
除
に

向
け
て
診
療
施
設
を
整
備
す

る
と
答
弁
た
だ
い
た
が
、
そ

の
後
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

　　

こ
の
間
、
避
難
指
示
が
解

除
さ
れ
た
周
辺
自
治
体
を
訪

問
し
、
医
療
施
設
に
つ
い
て

情
報
収
集
を
行
い
、
現
在
、

医
療
施
設
の
運
営
方
式
や

導
入
す
る
医
療
機
器
、
施
設

の
規
模
等
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
お
り
、
医
療
施
設

の
整
備
（
案
）
が
ま
と
ま
り

次
第
、
福
島
県
や
福
島
県
厚

生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
等

と
の
本
格
的
な
協
議
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

協
議
を
進
め
る
中
で
、
多

く
の
課
題
が
生
じ
て
く
る
と

思
い
ま
す
が
、
一
つ
ひ
と
つ

解
決
を
は
か
り
、
町
民
の
皆

さ
ん
へ
早
い
時
期
に
医
療

施
設
の
規
模
や
診
療
科
目
、

診
療
日
等
に
つ
い
て
お
示
し

で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

質　

問

質　

問

町　

長

町　

長

報
提
供
を
適
宜
行
う
と
と
も

に
、
各
企
業
の
状
況
や
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
今
後
の
支
援

策
の
検
討
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
関
係
団
体
等
と
も

連
携
し
て
人
材
確
保
に
向
け

た
支
援
、
さ
ら
に
は
、
町
独

自
の
奨
励
金
制
度
等
、
事
業

者
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
が
増
加
す
る
中
、
町
と

し
て
今
後
ど
の
よ
う
な
基
準

で
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
て

い
く
の
か
伺
う
。

　　

町
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
自
治

会
活
動
を
制
限
す
る「
基
準
」

等
に
つ
い
て
は
、
定
め
て
お

り
ま
せ
ん
。

　

町
と
し
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
、
各
自
治
会
に
は
「
新

し
い
生
活
様
式
」
の
実
践
と

感
染
防
止
対
策
の
徹
底
を
お

願
い
し
な
が
ら
、
自
治
会
活

動
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

質　

問

町　

長

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

感
染
予
防
対
策

帰還困難区域全域の解除に関して、除染は前提か。
帰還や居住が可能となる、基本通りの避難指示解除を強く求
めていく。

問

答

高
萩
文
孝
議
員

避　難　指　示　解　除避　難　指　示　解　除

　　

飯
舘
村
に
お
い
て
除
染
せ

ず
に
避
難
指
示
解
除
を
目
指

す
動
き
が
あ
る
が
、
当
町
に

お
い
て
は
除
染
し
た
う
え
で

の
解
除
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
が
、
町
長
の
考

え
を
伺
う
。

　　

当
町
は
か
ね
て
よ
り
、
国

に
対
し
て
、
帰
還
困
難
区
域

全
域
に
つ
い
て
、
除
染
実
施

方
針
や
、
避
難
指
示
解
除
に

向
け
た
見
通
し
や
取
組
方
針

に
つ
い
て
具
体
的
に
示
す
よ

う
強
く
要
望
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

当
町
と
し
ま
し
て
は
、
帰

還
や
居
住
が
可
能
と
な
る
、

基
本
通
り
の
避
難
指
示
解
除

を
強
く
求
め
て
い
く
考
え
で

お
り
、
帰
還
困
難
区
域
を
抱

え
る
他
の
町
村
と
も
連
携
し

な
が
ら
、
国
等
関
係
機
関
に

対
し
、
引
き
続
き
要
求
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　　

農
業
再
生
は
双
葉
町
の
復

興
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で

あ
る
が
、
農
業
再
生
に
関
し

て
町
の
決
意
を
伺
う
。

　　

昨
年
、
農
業
に
関
す
る
包

括
連
携
協
定
を
締
結
し
た
舞

台
フ
ァ
ー
ム
と
の
協
働
に
よ

り
、
双
葉
町
地
域
営
農
再
開

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
中
で
、
双
葉
町
の

営
農
再
開
の
方
向
性
を
検
討

し
、
将
来
像
を
お
示
し
す
る

こ
と
で
、
営
農
再
開
に
向
け

た
取
り
組
み
の
よ
り
一
層
の

推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
除
染
後
農

地
の
保
全
管
理
組
合
の
体
制

づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、
農

地
の
保
全
と
と
も
に
、
地
力

の
向
上
や
農
産
物
の
出
荷
制

限
等
解
除
の
取
り
組
み
支
援

を
行
う
と
と
も
に
震
災
以
前

の
農
村
風
景
の
回
復
、
生
業

（
な
り
わ
い
）
と
し
て
の
農

業
の
再
生
を
果
た
せ
る
よ
う

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

質　

問

質　

問

町　

長

町　

長

国
際
教
育

研
究
拠
点

避　難　指　示　解　除避　難　指　示　解　除

医
療
確
保

農
業
再
生
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　東日本大震災で被災をし、復興を成し
遂げた女川町と石巻市の行政視察を実施
し、女川町議会等と意見交換会を行いま
した。
　また、震災遺構や復興住宅地、復興ま
ちづくり情報交流館などを視察しました。
　なお、各議員の所感については次号に
掲載いたします。

　令和２年１０月８日、郡山市「郡山ユラックス熱海」において、新型コロナウイルス
感染症対策を徹底したうえで県内町村議会議員を対象とした研修会が開催されました。

● ポストコロナの地方自治を考える

● 今後の政局・政治の行方

早稲田大学公共経営大学院教授　片山　善博 氏

政治ジャーナリスト　角谷　浩一 氏

【研修内容】

福島県町村議会議員 研修会福島県町村議会議員 研修会 10月8日10月8日福島県町村議会議員 研修会福島県町村議会議員 研修会 10月8日10月8日

双葉町議会議員行政視察双葉町議会議員行政視察 10月29日～30日10月29日～30日双葉町議会議員行政視察双葉町議会議員行政視察 10月29日～30日10月29日～30日

　未曽有の複合災害の記録と教訓を後世に伝えるため福島県が整備した「東日本
大震災・原子力災害伝承館」と双葉町の産業復興と交流の中核を担う「双葉町産
業交流センター」、東日本大震災で犠牲になった方々の追悼などを目的に整備さ
れた「福島県復興祈念公園（一部）」にかかる合同開所式が挙行されました。

11月7日11月7日

＜女川町震災遺構「旧女川交番」視察の様子＞

7月7日1111月7111月7日11

双葉町産業交流センター、東日本大震災・原子力双葉町産業交流センター、東日本大震災・原子力
災害伝承館等合同開所式災害伝承館等合同開所式
双葉町産業交流センター、東日本大震災・原子力双葉町産業交流センター、東日本大震災・原子力
災害伝承館等合同開所式災害伝承館等合同開所式
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９　

月

９　

月

１
日　

議
会
運
営
委
員
会
・
議
会
全
員
協
議
会

２
日　

原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
双
葉
町
内
視
察

10
日
〜
16
日　

令
和
２
年
第
３
回
双
葉
町
議
会
定
例
会

23
日　

堀
内
詔
子
環
境
副
大
臣
来
庁

28
日　

江
島
潔
経
済
産
業
副
大
臣
来
庁

30
日　

平
沢
勝
栄
復
興
大
臣
来
庁

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
年
で
し
た
。
今
回
の
内
容

は
デ
ジ
タ
ル
庁
新
設
な
ど
、
新
し
い
情
報
化
社
会

に
準
じ
た
条
例
の
一
部
改
正
や
、
町
づ
く
り
の
補

正
予
算
、
そ
し
て
三
百
億
を
超
え
る
令
和
元
年
度

決
算
と
監
査
総
合
審
査
意
見
の
ほ
か
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ

処
理
水
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
影
響
下
の
財
源

確
保
に
か
か
る
議
員
発
議
、
さ
ら
に
６
名
の
議
員

に
よ
る
一
般
質
問
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

良
き
年
末
年
始
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
議
員
一

同
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

【
編
集
委
員
会
】

尾
形　

彰
宏

委
員
長

高
萩　

文
孝

副
委
員
長

岩
本　

久
人

委　
　

員

石
田　
　

翼

委　
　

員

（
尾
形
）

1111　

月

　

月

３
日　

双
葉
町
表
彰
式

６
日　

双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
臨
時
会

　
　
　

双
葉
地
方
水
道
企
業
団
木
戸
ダ
ム
視
察
研
修

７
日　

東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館
、

　
　
　
　

双
葉
町
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
、　

　
　
　
　

福
島
県
復
興
祈
念
公
園　

合
同
開
所
式

15
日　

第
32
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会

27
日　

双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
定
例
会

30
日　

令
和
２
年
第
２
回
双
葉
町
臨
時
会

　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会
・
議
会
全
員
協
議
会

編

記

後

集

１
日　

双
葉
町
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
開
所
式

８
日　

亀
岡
偉
民
復
興
副
大
臣
来
庁

　
　
　

福
島
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

９
日　

富
山
県
黒
部
市
長
・
議
長
来
庁

12
日　

双
葉
町
商
工
会
に
よ
る
要
望
書
提
出

21
日　

全
国
原
子
力
発
電
所
立
地
議
会
サ
ミ
ッ
ト

　
　
　
　

実
行
委
員
会
（W

EB

会
議
）

22
日　

双
葉
郡
・
川
内
村
戦
没
者
追
悼
式

23
日　

双
葉
地
方
町
村
議
会
議
長
会
と

　
　
　
　

横
山
復
興
副
大
臣
と
の
意
見
交
換
会

24
日　

町
立
学
校
栴
檀
祭

26
日　

三
重
県
鈴
鹿
市
議
会
行
政
視
察

29
日
〜
30
日　

双
葉
町
議
会
行
政
視
察

　　

月

　

月

10

▲
 

双
葉
町
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
開
所
式

▲ 

平
沢
勝
栄
復
興
大
臣
来
庁

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き
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